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【
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
東
京
】
3

月
11
日
ま
で
に
は
、
24
支
部

分
会
で
回
答
を
引
き
出
し
、

3
支
部
で
上
積
み
の
修
正
回

答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。
経

営
が
厳
し
い
職
場
で
あ
っ
て

も
労
使
の
努
力
で
一
定
評
価

で
き
る
回
答
を
引
き
出
し
て

い
る
職
場
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
多
く
は
低
額
回
答
と

な
る
中
、
切
実
な
要
求
実
現

の
た
め
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景

に
3
月
19
日
に
第
三
次
統
一

行
動
、
4
月
8
日
と
22
日
に

は
地
協
単
位
規
模
と
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

4
月
1
日
現
在
、
34
支
部

分
会
が
有
額
回
答
を
引
き
出

し
、
8
支
部
分
会
で
上
積
み

修
正
回
答
を
引
き
出
し
て
い

ま
す
。
回
答
内
容
は
、
支
部

分
会
平
均
6
、3
8
2
円（
2

・
23
％
）、
組
合
員
平
均
6
、

9
0
0
円
（
2
・
26
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
小
坂
研
究

所
支
部
で
は
24
時
間
ス
ト
を

背
景
に
5
0
0
円
増
額
の
4

次
回
答
を
引
き
出
し
、
再
交

渉
で
さ
ら
に
2
0
0
円
を
増

額
し
て
8
、
2
0
0
円
と
し

ま
し
た
。
6
支
部
で
も
3
次

か
ら
5
次
の
上
積
み
回
答
を

引
き
出
し
て
い
ま
す
。

20
春
闘
で
は
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
有
期
労
働
法
と
指
針
で

あ
る「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

の
前
進
を
作
り
出
す
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
法
に
つ
い
て

は
、
①
適
用
範
囲
、
②
場
所
、

③
定
義
、
④
制
裁
処
分
、
⑤

相
談
窓
口
の
設
置
、
⑥
被
害

者
の
救
済
措
置
お
よ
び
再
発

防
止
な
ど
、
地
本
・
地
協
と

連
携
を
と
っ
て
進
め
、
位
置

づ
け
を
強
め
て
い
ま
す
。

金
属
反
合
共
同
行
動
と
夏
季

闘
争
の
準
備
も
進
め
ま
す
。

日販王子流通センターで組織化の早朝宣伝

【
出
版
労
連
】
出
版
労
連

は
3
月
11
日
、
20
春
闘
の
統

一
回
答
指
定
日
を
迎
え
ま
し

た
。賃
上
げ
要
求
は
61
単
組
、

一
時
金
要
求
は
58
単
組
が
提

出
し
ま
し
た
。
16
日
現
在
、

44
単
組
が
回
答
を
引
き
出
し

て
い
ま
す
。回
答
内
容
は
、賃

上
げ
で
は
単
組
平
均
7
、
4

8
0
円
、
賃
上
率
2
・
24
％
、

夏
季
一
時
金
は
22
・
0
割（
2

・
2
ヵ
月
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。諸

要
求
で
は
、
育
児
休
暇

・
時
短
の
取
得
期
間
延
長
、

介
護
看
護
休
暇
、
非
正
規
の

賃
金
・
一
時
金
な
ど
均
等
待

遇
、
継
続
雇
用
の
一
時
金
な

ど
安
心
し
て
働
き
続
け
る
た

め
、
い
く
つ
か
の
単
組
で
前

進
し
て
い
ま
す
。

3
月
12
日
に
出
版
労
連
会

議
室
で
の
決
起
集
会
を
開

き
、各
単
組
の
回
答
状
況
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
に
向
け
た
と
り
く
み
の

交
流
な
ど
を
行
い
、
11
単
組

43
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

統
一
回
答
指
定
日
翌
日
の

3
月
12
日
、
出
版
労
連
は
第

1
波
統
一
行
動
・
ス
ト
ラ
イ

キ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
単
組
・
小
共
闘
の
ス
ト

ラ
イ
キ
指
標
を
ク
リ
ア
し
な

か
っ
た
三
省
堂
労
組
、
開
隆

堂
開
隆
館
労
組
、
日
本
標
準

労
組
で
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決

行
し
ま
し
た
。
三
省
堂
は
17

年
ぶ
り
、
開
隆
堂
は
5
年
ぶ

り
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
し
た
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
と
し
て
政
府
に
対

し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
働
き
手
支

援
に
つ
い
て
の
緊
急
要
請
」

を
要
請
し
ま
し
て
い
ま
す
。

第
3
波
統
一
行
動
は
、
3

月
27
日
に
日
販
王
子
流
通
セ

ン
タ
ー
前
で
、
取
次
非
正
規

の
組
織
化
に
向
け
た
宣
伝
行

動
を
6
組
合
38
人
で
1
0
0

0
枚
の
ビ
ラ
配
布
を
行
い
ま

し
た
。

大陽ステンレススプリング支部での
ストライキ集会

【
東
京
医
労
連
】
回
答
指

定
日
の
3
月
11
日
の
集
約
で

は
、
精
神
3
組
合
、
民
医
連

17
組
合
、
都
内
一
般
2
組
合

の
22
組
合
で
す
。
要
求
提
出

率
は
66
・
7
％
、
ス
ト
権
確

立
率
は
54
・
7
％
。
回
答
の

特
徴
は
、ベ
ア
ゼ
ロ
・
定
期
昇

給
の
み
が
主
流
の
厳
し
い
回

答
で
す
が
、
民
医
労
東
京
健

生
支
部
で
介
護
職
の
若
年
層

で
の
ベ
ア
、
結
核
予
防
会
労

組
で
は
二
次
回
答
を
全
職
種

で
ベ
ア
1
5
0
円
を
引
き
出

し
ま
し
た
。
民
医
労
の
協
立

医
師
協
支
部
、
東
京
健
生
支

部
、
メ
デ
ィ
エ
ー
ル
支
部
で

企
業
内
最
賃
を
20
〜
30
円
引

き
上
げ
回
答
を
得
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

応
な
ど
の
影
響
も
受
け
、
各

組
合
の
判
断
で
規
模
を
縮
小

す
る
な
ど
し
て
お
り
、昨
年
、

に
比
べ
て
大
幅
に
行
動
参
加

減
と
な
り
ま
し
た
。

回
答
遅
延
や
交
渉
拒
否
に

対
す
る
抗
議
で
、
厚
生
荘
が

1
時
間
の
全
面
ス
ト
ラ
イ
キ

を
実
施
。
指
名
ス
ト
に
は
、

12
組
合
が
入
り
、
5
組
合
で

組
合
員
集
会
に
1
4
8
名
が

参
加
、
宣
伝
行
動
は
9
組
合

62
名
、
夜
勤
改
善
と
憲
法
署

名
を
集
め
る
な
ど
、
多
彩
な

行
動
を
行
い
ま
し
た
。

5
月
31
日
開
催
予
定
で
準

備
し
て
い
た
「
地
域
活
性
・

勤
労
フ
ェ
ス
」
は
、
す
で
に

チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
が
製
作

さ
れ
て
い
て
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
の
収
束
が
見
通
せ
な

い
状
況
の
た
め
、
残
念
な
が

ら
中
止
と
の
判
断
を
し
ま
し

た
。

た
だ
し
、
今
ま
で
築
い
て

き
た
地
域
と
の
関
係
や
「
最

賃
運
動
の
可
視
化
」
「
地
域

経
済
・
中
小
企
業
支
援
を
連

帯
し
て
取
り
組
む
」
と
い
う

趣
旨
は
保
持
し
、
期
限
を
定

め
ず
に
延
期
し
て
の
開
催
を

探
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

準
備
の
た
め
に
協
力
を
し

て
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
様

と
諸
団
体
の
方
々
に
は
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
雇
用
と
賃
金
め

ぐ
る
状
況
は
非
常
に
厳
し
い

環
境
に
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
対
策
を
強
め
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
格
差
と
貧
困
を
解
消

し
、
生
活
と
命
を
守
る
う
え

で
も
最
低
賃
金
引
き
上
げ
の

運
動
は
ま
す
ま
す
重
要
で

す
。今

夏
の
最
賃
改
定
へ
向

け
、
労
働
局
へ
の
交
渉
を
は

じ
め
と
す
る
必
要
な
行
動
を

続
け
ま
す
。

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
規

模
の
大
幅
縮
小
と
パ
レ
ー
ド

の
取
り
や
め
で
調
整
を
は
か

っ
て
き
た
第
91
回
中
央
メ
ー

デ
ー
は
、
東
京
都
が
代
々
木

公
園
の
使
用
禁
止
を
延
長
し

た
こ
と
に
よ
り
、
全
労
連
会

館
2
Ｆ
ホ
ー
ル
に
会
場
を
移

し
、
役
員
や
ス
タ
ッ
フ
の
み

の
参
加
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
今
年
は
日
本
開
催

百
年
目
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
①
先
人
た
ち
に
よ
っ
て

「
た
た
か
う
メ
ー
デ
ー
」と
し

て
継
承
し
て
き
た
こ
と
を
祝

い
、
新
た
な
世
紀
に
む
け
た

メ
ー
デ
ー
と
し
て
発
展
さ
せ

て
い
く
、
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
も
と
で

「
雇
用
・
営
業
を
守
る
メ
ー
デ

ー
」と
し
て
、政
府
に
対
し

「
自
粛
と
補
償
」一
体
の
大
型

補
正
予
算
実
現
、
医
療
提
供

体
制
の
拡
充
を
求
め
て
い
く

運
動
を
強
め
る
方
向
を
堅
持

し
て
、
屋
内
集
会
を
内
外
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
。
世
界

の
労
働
者
と
連
帯
し
、
Ｌ
Ｉ

Ｖ
Ｅ
中
継
を
し
ま
す
。

●
安
倍
9
条
改
憲
反
対

戦
争
法
廃
止
！

●
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
安
倍
政
権
退
陣
を

●
8
時
間
働
い
て
普
通
に
暮
ら
せ
る
賃
金
・
働
く
ル
ー
ル
の
確
立

●
な
く
せ
貧
困
と
格
差

大
幅
賃
上
げ
・
底
上
げ
で
景
気
回
復

地
域
活
性
化

●
め
ざ
せ
最
賃
1
5
0
0
円
全
国
一
律
最
賃
制
の
実
現

●
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現

多
様
性
の
尊
重

●
消
費
税
減
税
不
公
平
税
制
の
是
正

大
企
業
の
内
部
留
保
還
元

●
年
金
・
医
療
・
介
護
な
ど
社
会
保
障
制
度
の
拡
充

●
安
倍
「
教
育
再
生
」
、
1
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
導
入
反
対

●
国
に
よ
る
被
災
者
の
生
活
と
生
業
を
支
え
る
復
興

●
気
候
変
動
対
策

原
発
ゼ
ロ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
の
転
換

●
軍
事
費
を
削
っ
て
、
く
ら
し
と
福
祉
・
教
育
・
防
災
に
ま
わ
せ

●
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
戦
争
す
る
国
づ
く
り

辺
野
古
の
新
基
地
建
設
反
対

●
オ
ス
プ
レ
イ
全
国
配
備
撤
回

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を

低
額
回
答
を
ス
ト
背
景
に

新型コロナ感染拡大のなか、命・
雇用・生活を守り２０春闘に全力
新型コロナ感染拡大のなか、命・
雇用・生活を守り２０春闘に全力

５
・
３１
勤
労
フ
ェ
ス
は
中
止

修
正
増
額
勝
ち
取
る
組
合
も

定価 1部40円（送料別）

最
賃
運
動
を
継
続
す
る

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
東
京
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医
療
最
前
線
で
奮
闘
し

宣
伝
と
交
渉
繰
り
返
す

均
等
待
遇
な
ど
で
成
果

流
通
の
仲
間
に
早
朝
宣
伝

第
９１
回
メ
ー
デ
ー

変
更
・
縮
小
す
る
も

１
０
０
年
の
た
た
か
い
を
継
承

出
版
労
連

20春闘の回答めぐって
コロナ禍で頑張る組合
組織拡大 権利と要求
パズル 東京今昔 交差点 相談の
窓口

lapaz@chihyo．jp
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